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１．調査の概要 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

対象 ：令和5年5月末時点で生殖補助医療を実施する機関として

日本産科婦人科学会に登録がある（※）都内の医療機関（104か所）

調査内容 ：厚生労働省の「小児・AYA世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業」の対象とならない

未受精卵子の凍結・保存（病気そのものにより妊孕性が低下する女性に対して行う卵子凍結と健康な

女性に対して行う卵子凍結）等の生殖補助医療（ART）の実施にかかる状況

期間 ：8月24日（木）までに回答のあったものを集計

回答数 ：87か所

調査の対象・回答数等
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※以下全てに登録がある施設を対象とした。

• 体外受精・胚移植に関する登録施設

• ヒト胚および卵子の凍結保存と移植に関する登録施設

• 顕微授精に関する登録施設



2．卵子凍結の実施状況 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 病気そのものにより妊孕性が低下する女性に対して行う卵子凍結を実施していますか。

Q. 健康な女性に対して行う卵子凍結を実施していますか。

卵子凍結を実施している医療機関数

実施 16か所

(18.4%)

未実施 71か所

(81.6%)

病気そのものにより妊孕性が低下する女性に対して

実施 36か所

41.4%

未実施 51か所

58.6%

健康な女性に対して

(n：87か所) (n：87か所)
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3．これまでに実施された卵子凍結の実績 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 卵子凍結を「行っている」と回答した方にお聞きします。卵子凍結は、これまでに合計何人の方に実施しましたか。

卵子凍結を実施した人数

183人

4567人

病気そのものにより

妊孕性が低下する女性

健康な女性

これまでに卵子凍結を実施した人数（合計）

2

1

2 2 2

1 1 1

2 2

2012 2013 2014 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

病気そのものにより妊孕性が低下する女性に対する

卵子凍結を開始した医療機関数

年

1 1
2
1 1 1

4

2
3
2
1

5

8

4

2008 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

健康な女性に対する卵子凍結を

開始した医療機関数

（n：16か所）

年

（n：36か所）

【実施医療機関】

病気そのものによる：16か所

健康 ：36か所

Q. 卵子凍結を「行っている」と回答した方にお聞きします。卵子凍結はいつから実施していますか。

医療機関が卵子凍結を開始した時期



3．これまでに実施された卵子凍結の実績 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. これまでに卵子凍結を実施した合計人数について、①凍結卵子を使用した方、②廃棄した方、③未使用のそれぞれの内訳を教えて

ください。

凍結卵子の使用／廃棄／未使用の内訳

①使用 9人

(4.9%)

②廃棄 9人

(4.9%)

③未使用 156人

(85.2%)

不明 9人

(4.9%)

使用／廃棄／未使用の内訳

（病気そのものにより妊孕性が低下する女性）

n：183人

①使用 384人

(8.4%)

②廃棄 95人

(2.1%)

③未使用 3355人

(73.5%)

他院へ搬出

115人

(2.5%)

不明 618人

(13.5%)

使用／廃棄／未使用の内訳

（健康な女性）

n：4567人
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3．これまでに実施された卵子凍結の実績 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. これまでに卵子凍結を実施した合計人数について、初回の採卵を行った(卵子凍結を行った）時点の年代別内訳を教えてください。

採卵時の年齢

10代 9人 (4.9%)

20-24歳 14人

(7.7%)

25-29歳 29人

(15.8%)

30-34歳 46人

(25.1%)

35-39歳 56人

(30.6%)

40-44歳 26人

(14.2%)

45-49歳 3人

（1.6%）

採卵時年齢（病気そのものにより妊孕性が低下する女性）

10代 2人(0.04%） 20-24歳 21人(0.5%)

25-29歳 110人(2.4%)

30-34歳 636人(13.9%)

35-39歳 2075人

(45.4%)

40-44歳 920人(20.1%)

45-49歳 104人(2.3%)

不明 699人

(15.3%)

採卵時年齢（健康な女性）

n：183人

20-24歳2人 (0.5%) 25-29歳 11人(2.9%)

30-34歳 8人(2.1%)
35-39歳 53人

(13.8%)

40-44歳 181人

(47.1%)
45-49歳

46人(12.0%)

不明 83人

(21.6%)

使用時年齢（健康な女性）

n：384人

n：4567人

30-34歳 1人

(11.1%)

35-39歳 5人

(55.6%)

40-44歳 3人

(33.3%)

使用時年齢（病気そのものにより妊孕性が低下する女性）

n：9人

8

使用時の年齢

Q. これまでに卵子凍結を実施し、凍結卵子を使用した方について、初めて凍結卵子を使用した時点での年代別内訳を教えてください。



3．これまでに実施された卵子凍結の実績 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. これまでに卵子凍結を実施し、凍結卵子を使用した方について、初回の採卵（卵子凍結）から初めて使用するまでにかかった年数
ごとの内訳を教えてください。

凍結卵子の使用までの期間

1年未満 2人

(22.2%)

2-3年 2人

(22.2%)
3-4年 2人

(22.2%)

4-5年 1人

(11.1%)

6年以上 2人

(22.2%)

使用までの期間（病気そのものにより妊孕性が低下する女性）

1年未満 76人

(19.8%)

1-2年 42人

(10.9%)

2-3年 74人

(19.3%)

3-4年 25人(6.5%)

5-6年 15人(3.9%)

6年以上 20人(5.2%)

不明 132人

(34.4%)

使用までの期間（健康な女性）

n：9人 n：384人

妊娠した

3人

(33.3%)
妊娠しな

かった

6人

(66.7%)

妊娠の有無（病気そのものにより妊孕性が低下する女性）

n：9人

妊娠した

114人

(29.7%)
妊娠しな

かった

270人

(70.3%)

妊娠の有無（健康な女性）

n：384人
9

凍結卵子を使用して妊娠に至った数

Q. これまでに卵子凍結を実施し、凍結卵子を使用した方について、妊娠に至った方の数を教えてください。



4．今後の卵子凍結の予定 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 現在、卵子を凍結保管している方のうち、具体的な今後の使用時期が決まっている方は何人いますか。凍結保管している方の総数
と合わせて教えてください。

今後の使用予定

時期が決まっている 4人

(0.1%)

未定 3405人

(99.9%)

使用予定時期（健康な女性）

n：144人

Q. 現在、卵子凍結を「行っていない」と回答した方にお聞きします。今後、卵子凍結を実施する予定はありますか。

n：3409人

予定がある 7か所

(9.9%)

都民向けの助成制度が

開始された場合は行う

10か所 (14.1%)未定・検討中

19か所

(26.8%)

予定はない

26か所

(36.6%)

無回答 9か所

(12.7%)

病気そのものにより妊孕性が低下する女性に対して

n：71か所

時期が決まっている 1人

(0.7%)

未定 143人

(99.3%)

使用予定時期（病気そのものにより妊孕性が低下する女性）

予定がある 5か所

(9.8%)

都民向けの助成制度が

開始された場合は行う

7か所 (13.7%)未定・検討中

15か所

(29.4%)

予定はない

23か所

(45.1%)

無回答 1か所

(2.0%)

健康な女性に対して

n：51か所
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医療機関が卵子凍結を実施する予定



5．令和4年5月～令和5年4月における卵子凍結を目的とした来院者 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 令和4年5月～令和5年4月の1年間について、卵子凍結を目的に来院した方(実際に卵子凍結をしなかった方を含む）は、何人いまし
たか。そのうち初診の方は何人ですか。

来院者の初診－再診の別

Q. 令和4年5月～令和5年4月の1年間について、卵子凍結を目的に来院した方(実際に卵子凍結をしなかった方を含む）について、
未婚・既婚（法律婚・事実婚）別の人数を教えてください。

初診 64人

(92.8%)

再診 5人

(7.2%)

来院者の初診／再診

（病気そのものにより妊孕性が低下する女性）

n：69人

初診 666人

(32.3%)

再診 1354人

(65.7%)

不明 41人

(2.0%)

来院者の初診／再診

（健康な女性）

n：2061人

未婚 30人

(43.5%)

既婚 7人

(10.1%)

不明 32人

(46.4%)

来院者の未婚／既婚

（病気そのものにより妊孕性が低下する女性）

n：69人

未婚 530人

(25.7%)

既婚 63人

(3.1%)

不明 1468人

(71.2%)

来院者の未婚／既婚

（健康な女性）

n：2061人 11

来院者の未婚－既婚の別



5．令和4年5月～令和5年4月における卵子凍結を目的とした来院者 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 令和4年5月～令和5年4月の1年間について、卵子凍結を目的に来院した方(実際に卵子凍結をしなかった方を含む）について、

年代別内訳を教えてください。

来院者の年齢

10代 2人 (2.9%)

20-24歳

6人

(8.7%)

25-29歳

15人

(21.7%)

30-34歳

12人(17.4%)

35-39歳 22人

(31.9%)

40-44歳

9人(13.0%)

不明 3人 (4.3%)

来院者年齢（病気そのものにより妊孕性が低下する女性）

10代 1人 (0.04%)
20-24歳 1人 (0.04%)

25-29歳 19人 (0.9%)30-34歳

151人

(7.3%)

35-39歳 328人

(15.9%)

40-44歳 200人

(9.7%)

45-49歳 30人

(1.5%)

不明 1331人

(64.6%)

来院者年齢（健康な女性）

n：69人 n：2061人
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5．令和4年5月～令和5年4月における卵子凍結を目的とした来院者 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 卵子凍結を希望する理由を、多い順に上位2つまで教えてください。（病気そのものにより妊孕性が低下する女性で卵子凍結を希望

する方、健康な女性で卵子凍結を希望する方それぞれについて、該当する選択肢の番号を記入してください。）

① 「2人の間に子供が欲しい」と思える相手（パートナー）がいない

② キャリアアップや趣味等、妊娠以外にやりたいことがある

③ 今すぐ妊娠することが現実的ではない

11

2

17

23

14
10

卵子凍結を希望する理由

（最も多い理由）

病気そのものにより妊孕性が

低下する女性
健康な女性

①「2人の間に子供が」ほしいと思える
相手（パートナー）がいない

②キャリアアップや趣味等、
妊娠以外にやりたいことがある

③今すぐ妊娠することが
現実的ではない

10

4
7

12 12
15

卵子凍結を希望する理由

（次に多い理由）

病気そのものにより妊孕性が

低下する女性

健康な女性

①「2人の間に子供が」ほしいと思える
相手（パートナー）がいない

②キャリアアップや趣味等、
妊娠以外にやりたいことがある

③今すぐ妊娠することが
現実的ではない

13

来院者の卵子凍結を希望する理由



6．初診から卵巣刺激の開始までの日数及び通院回数 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 初診から卵巣刺激を開始するまでに必要な日数と通院回数について教えてください。

日数については、最短・最長の日数を、通院回数については最小・最多の回数を教えてください。

医療機関が回答した日数 ・ 通院回数の分布と平均

5

18

3
2

1 1

6

2 2
1 1 1

0 1 2 3 4 5 7 10 14 26 28 30

最短日数

日

2
1
3
1 1

2
1 1

3
1

12

2 2
1 1 1 1 1

1 2 3 4 10 14 21 26 28 29 30 40 60 69 90 160 180 364

最長日数

日

20

9
7

3
1

1 2 3 4 5

最小回数

回

1

5

10
8

6
3

1 1 1 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 30

最大回数

回

（n：44か所） （n：36か所）

（n：40か所） （n：36か所）
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7．卵巣刺激から採卵までの日数及び通院回数 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 卵巣刺激から採卵までに必要な日数と通院回数の平均値について、初回の採卵（卵子凍結）を行った時点の年代別で教えてください。

卵巣刺激から採卵までにかかる日数及び通院回数の年代別平均

10.9日

9.8日 9.6日
10.1日

10.6日
10日 10.3日

3.9回 4.1回 3.9回 4回 4回 4.1回 4.3回

10代 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳

卵巣刺激から採卵までにかかる日数／通院回数日数 回数
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8．凍結する卵子の目標数及び実際の凍結数 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 一人当たり何個の卵子凍結を目標に採卵しますか。初回の採卵（卵子凍結）を行った時点の年代別で教えてください。

凍結する卵子の目標数及び実際の凍結数の年代別平均

13.3個 13.8個 14.7個 14.3個 15.8個 16.1個

20.9個

10代 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳

凍結する卵子の数の目標（一人当たり）

11.9個 13個
10.7個 10.4個

7.8個
5個 3.7個

10代 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳

実際に凍結する卵子の数（1回の採卵当たり）

16

Q. １回の採卵で平均して何個の卵子を凍結しますか。初回の採卵（卵子凍結）を行った時点の年代別で教えてください。



9．卵子凍結にかかる費用 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 貴院で卵子凍結にかかる総額はいくらですか。最低額・最高額について、当てはまる区分にそれぞれチェックをしてください。

卵子凍結にかかる総額及び代表的な手技の費用

区分 費用（円） 回答施設数

卵巣刺激 1回あたりおおよそ 106,147 38

採卵 1回あたり 162,428 39

卵子凍結 卵子1個あたり 38,473 33

凍結卵子の保管
1年1個あたり

個数を問わず1年あたり
30,540
33,679

29
19

凍結卵子の融解 卵子1個あたり 34,157 35

体外受精 1回あたり 82,116 31

顕微授精 1回あたり 97,667 43

胚培養
初期培養

追加培養1回あたり
70,635
40,059

34
29

胚移植 1回あたり 93,867 45

卵子凍結にかかる代表的な手技の費用（平均） (単位：円)

※「卵子凍結」「凍結卵子の保管」費用については、
1個あたりの回答が困難な場合があり、異なる単位
での回答が混在している。

30万円未満 8施設

(20.5%)

30万円以上40万円未満

24施設 (61.5%)

40万円以上50万円未満

3施設 (7.7%)

50万円以上60万円未満

3施設 (7.7%)

60万円以上70万円未満

1施設 (2.6%)

卵子凍結にかかる費用（最低額）

30万円以上40万円未満

4施設 (10.0%)

40万円以上

50万円未満

14施設

(35.0%)

50万円以上

60万円未満

11施設

(27.5%)

60万円以上70万円未満

4施設 (10.0%)

80万円以上90万円未満

1施設 (2.5%)

90万円以上100万円未満

3施設 (7.5%)

100万円以上200万円未満

2施設 (5.0%)

200万円以上 1施設 (2.5%)

卵子凍結にかかる費用（最高額）

（n：39施設） （n：40施設）
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Q. 卵子凍結の代表的な手技の費用について、それぞれ教えてください。



10．卵子凍結を行う年齢の下限・上限 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 生殖補助医療を行う専門家として、卵子凍結を行う年齢の上限・下限について要件を設けるとしたら、何歳から何歳までが良いとお考え

ですか。（病気そのものにより妊孕性が低下する女性の場合と健康な女性の場合のそれぞれについて教えてください。）

卵子凍結を行う年齢の下限・上限（各年齢を回答した医療機関数）

1 1
3 2

8
10

18 17

1 1
3

22

10 12 13 14 15 16 18 20 27 30 初経後無回答

凍結の下限年齢（病気により妊孕性が低下する女性）

（ｎ：87か所）

1
3

1 2
5

29

15

7
4

1 1

16

34 35 36 38 39 40 42 43 45 49 上限なし 無回答

凍結の上限年齢（病気により妊孕性が低下する女性）

（n：87か所）

2

15

23

16

1 1

9

2

18

16 18 20 25 27 28 30 35 無回答

凍結の下限年齢（健康な女性）

（n：87か所）

1

6

1 1 1
5

37

12

4 4
1

14

30 35 36 37 38 39 40 42 43 45 49 無回答

凍結の上限年齢（健康な女性）

（n：87か所）
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歳歳

歳 歳



11．凍結卵子を用いた胚移植を行う年齢の上限 令和5年9月15日
子供・子育て支援部

Q. 生殖補助医療を行う専門家として、凍結卵子を用いて行う胚移植の年齢の上限・下限について要件を設けるとしたら、上限の年齢は

何歳までが良いとお考えですか。（病気そのものにより妊孕性が低下する女性の場合と健康な女性の場合のそれぞれについて教えてくださ

い。）

凍結卵子を用いた胚移植を行う年齢の上限（各年齢を回答した医療機関数）

1
4

7 7
4

31

1 1 2 3

8

1

17

35 40 42 43 44 45 46 47 48 49 50 55 無回答

移植の上限年齢（病気により妊孕性が低下する女性）

（n：87か所）

3
1

4 3

9

4

31

2 1 2
4

8

1

14

35 39 40 42 43 44 45 46 47 48 49 50 55 無回答

移植の上限年齢（健康な女性）

（n：87か所）
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歳
歳



令和5（2023）年9月

福祉局 子供・子育て支援部


